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平成27.4.21 ②いいだ市議会だより―――第１回定例会のあらまし
　

平
成
27
年
第
１
回
定
例
会
を
２
月
25
日
か
ら
３
月
20

日
ま
で
24
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
、
平
成
26
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
７
号
）
案
、（
第
８
号
）
案
、
平
成
27
年
度
飯

田
市
一
般
会
計
予
算
（
案
）
な
ど
88
件
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
う
ち
３
件
は
報
告
を
受
け
た
も
の
で
、
そ

の
ほ
か
の
９
件
の
人
事
案
件
及
び
定
住
自
立
圏
に
お
け

る
戸
籍
事
務
に
係
る
議
案
14
件
は
本
会
議
で
同
意
又
は

可
決
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
以
外
の
62
件
は
、
所
管
の
委

員
会
で
慎
重
な
審
査
を
経
た
後
、
い
ず
れ
も
本
会
議
で

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

市
長
提
出
議
案
の
ほ
か
に
は
、
委
員
会
か
ら
提
出
さ

れ
た
議
会
議
案
に
つ
い
て
、
条
例
案
２
件
、
意
見
書
提

出
に
係
る
議
案
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

請
願
及
び
陳
情
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
件
ず
つ

審
議
し
、
い
ず
れ
も
委
員
会
審
査
の
と
お
り
不
採
択
と

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
20
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
つ
い
て
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
６
ペ
ー
ジ
か
ら

紹
介
し
ま
す
。

　

62
件
の
市
長
提
出
議
案
、
請
願
及
び
陳
情
に
つ
い
て

は
総
務
、
社
会
文
教
、
産
業
建
設
の
各
常
任
委
員
会
に

付
託
さ
れ
、
集
中
的
に
審
査
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
の
審
査
の
内
容
は
、
８
ペ
ー
ジ
か
ら
の
常

任
委
員
会
の
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

　

委
員
会
に
お
け
る
議
案
及
び
請
願
の
審
査
結
果
に
対

し
、
本
会
議
で
次
の
よ
う
な
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
料
の
引
き
上
げ
は
被
保
険
者
の
負
担
増
と

な
る
。
国
、
県
の
支
援
を
求
め
る
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
の
基
金
に
充
て
る
と
し
て
い
る
予
算
を
繰
り
入
れ
る

な
ど
、
ほ
か
に
財
源
の
確
保
は
可
能
で
あ
り
、
引
き
上

げ
と
す
る
条
例
案
及
び
予
算
案
に
反
対
。

議
案
第
17
号
及
び
議
案
第
68
号

条
例
改
正
及
び
予
算
案
に
反
対

　

低
所
得
者
に
は
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
な
ど
の
配
慮
が

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
被
保
険
者
に
よ
る
相
互
扶
助
の

制
度
で
あ
り
、
財
政
規
律
の
面
か
ら
も
一
般
会
計
か
ら

の
法
定
外
の
繰
り
入
れ
を
行
う
こ
と
は
適
当
で
な
く
、

条
例
案
及
び
予
算
案
に
賛
成
。

条
例
改
正
及
び
予
算
案
に
賛
成

議
案
第
17
号　

飯
田
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

　
　
　
　
　
　

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
68
号　

平
成
27
年
度
飯
田
市
介
護
保
険
特
別
会

　
　
　
　
　
　

計
予
算
（
案
）　

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
関
す
る
期
待
は
大
き
い
が
、

交
流
人
口
増
、
経
済
的
波
及
効
果
な
ど
期
待
ど
お
り
に

な
る
と
は
限
ら
な
い
。
関
連
す
る
予
算
は
介
護
保
険
な

ど
市
民
生
活
優
先
の
事
業
に
充
て
る
べ
き
で
あ
り
、
反

対
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
実
施
は
社
会
保
障

の
給
付
削
減
及
び
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
に
つ
な
が
る

も
の
で
あ
り
、
こ
の
制
度
に
関
す
る
予
算
に
反
対
。

議
案
第
54
号
及
び
議
案
第
65
号

予
算
案
に
反
対

　

日
本
は
戦
争
放
棄
を
宣
言
し
た
憲
法
９
条
を
持
つ
国

と
し
て
平
和
外
交
に
徹
す
る
よ
う
、
住
民
の
安
全
を
守

る
立
場
か
ら
、
地
方
議
会
と
し
て
も
政
府
に
求
め
る
べ

き
で
あ
り
、
請
願
を
採
択
す
べ
き
。

不
採
択
と
の
委
員
長
報
告
に
反
対

請
願
第
１
号

議
案
第
54
号　

平
成
26
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予

　
　
　
　
　
　

算
（
第
８
号
）
案

議
案
第
65
号　

平
成
27
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
予
算　

　
　
　
　
　
　
（
案
）　

　

国
に
対
し
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
閣
議
決
定

を
撤
回
し
、
閣
議
決
定
に
基
づ
く
法
整
備
を
行
わ
な
い

よ
う
求
め
る
意
見
書
を
提
出
願
い
た
い
。

平
成
２7
年
度
飯
田
市
一般
会
計
予
算
案
な
ど

　
　
　
　
　      

　
85
議
案
を
可
決
又
は
同
意
　

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

議
案
に
対
す
る
質
疑
と
審
査

本
会
議
で
の
討
論



平成27.4.21③ いいだ市議会だより―――第１回定例会のあらまし、出前講座

長期欠席議員の議員報酬の特例に
関する条例を議決

― 議会出前講座を実施 ―

　

総
務
委
員
会
か
ら
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策
に
つ
い

て
法
整
備
を
含
む
強
化
策
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て
」
の
議
案
が
出
さ
れ
、
こ
れ
を
可
決
し
、
国
の

関
係
機
関
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

○
監
査
委
員　

北
澤　

福
一

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員　

篠
田　

順

○
南
部
財
産
区
管
理
委
員　

松
下　

実

○
中
央
財
産
区
管
理
委
員　

奈
良　

祥
夫

○
長
野
原
財
産
区
管
理
委
員

　
　

前
澤　

正
信　
　

今
村　

善
治　
　

大
野　
　

譲

　
　

今
村　

悦
夫　
　

熊
谷　

龍
司　
　

植
田　

文
好

　
　

小
嶋　

智
浩

○
時
又
財
産
区
管
理
委
員

　
　

今
村　

茲
康　
　

小
久
保　

喬　
　

下
平　

善
彦

　
　

伊
藤　

勝　
　
　

杉
本　

久
二　
　

今
村　

明
人

○
桐
林
財
産
区
管
理
委
員

　
　

木
下　

冨
士
人　

中
島　

利
夫　
　

原　
　

寛
志

　
　

下
平　

英
敏　
　

牧
之
内　

久
夫

　
　

塩
澤　

正
博　
　

牧
田　

孝
好

○
駄
科
財
産
区
管
理
委
員

　
　

長
田　
　

昇　
　

尾
野　

義
夫　
　

小
林　

德
郎

　
　

川
手　

稔
員　
　

下
平　
　

清　
　

下
平　

孝
雄

　
　

塩
澤　
　

隆

○
山
本
区
財
産
区
管
理
委
員

　
　

大
澤　

健
次　
　

土
屋　

隆
男　
　

牛
山　
　

實

　
　

鈴
木　

尚
登　
　

小
澤　

弘
明

　第１回定例会において、議会運営委員会の提案で飯
田市議会議員の議員報酬の特例に関する条例を議決し
ました。
　議員には勤務時間や休日、欠勤という概念がありま
せん。しかし、長期間議会活動に参加しないことは職
責や市民の信頼の確保の点から問題があるので、その
ような場合に議員報酬を減額する、というものです。
　議会活動の欠席期間が90日を超えると減額となり、
この４月１日以後の欠席期間を対象とすることとして
います。

　開かれた議会をめざし、議会に関する理解を深めてもらうための活
動の一環として、小学校の要望に応じ、平成27年１月27日及び28日に
飯田市立松尾小学校への出前講座（出前交流授業）を実施しました。

　

議
会
か
ら
は
、
正
副
議
長
及
び
広
報
広
聴
委

員
会
の
委
員
合
わ
せ
て
10
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
　

議
員
は
交
替
で
、
６
年
生
の
４
ク
ラ
ス

1
3
0
人
に
対
し
、
１
ク
ラ
ス
ご
と
に
、
議

会
の
役
割
、
議
員
の
数
、
選
挙
の
大
切
さ
、

飯
田
市
の
こ
と
等
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

説
明
の
後
、
５
、
６
人
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

議
員
が
２
人
ず
つ
加
わ
り
、
議
員
個
人
の
私

的
な
こ
と
も
含
め
、
自
由
に
質
問
の
受
け
答

え
を
行
い
ま
し
た
。

　

授
業
の
終
了
後
は
一
緒
に
給
食
を
食
べ
、

ま
た
、中
に
は
、踊
り
を
披
露
し
て
く
れ
た
り
、

一
緒
に
踊
っ
た
り
し
た
ク
ラ
ス
も
あ
り
、
交

流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

児
童
か
ら
は
、
飯
田
市
の
こ
と
、
リ
ニ
ア

中
央
新
幹
線
の
こ
と
な
ど
を
聞
い
て
、
議
会

の
こ
と
が
理
解
で
き
た
、
選
挙
の
大
切
さ
が

分
か
っ
た
、
将
来
飯
田
で
暮
ら
し
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
っ
た
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
議
会
と
し
て
は
、
目
的
に
つ
い
て

一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
と
評
価
し
て
お
り
、

ま
た
今
後
も
要
望
が
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

クラスのみなさんとそろっての記念撮影

意
見
書
の
提
出

同
意
し
た
人
事（
敬
称
略
）



平成27.4.21 ④いいだ市議会だより―――議会からの提言に対する市の対応

行政評価に基づく提言に対する市の対応
　議会では、市が実施した平成25年度の施策及び事務事業に
ついて行政評価を行い、15の施策及び49の事業について平成
26年９月18日に、市長に対し提言を行いました。
　この提言に対し、市の執行機関から対応状況について27年
３月の各常任委員会で報告がありました。
　各常任委員会では、この報告を予算の審査に生かしています。
提言及びそれに対する報告の主なものを紹介します。

※農業課合同事務所事業については、執行機関の考え方を受け、リニア時代の農業行政など、将来に向けた飯田市の立ち位置を示したうえで
引き続き方向性を検討されたいと産業建設委員会から要望しました。

議会からの提言 執行機関の考え方 予算規模事業規模

リニア推進事業
方向性：拡大

●組織体制の強化を図られたい。
●理事者の主体的なリーダーシップを更に発揮さ
れたい。
●リニア推進ロードマップの前向きな見直しを行わ
れたい。

入札、契約業務
方向性：やり方改善

●公契約条例について、地元、業者との合意形成を
早急に行われたい。
●総合評価方式の件数が少なく、土木工事にくじ引き
による落札が多い点について改善されたい、など。

小中連携・一貫教育推進事業
方向性：拡大

●推進の成果を測る新たな指標の導入など、推進
体制を整えつつ、積極的に推進されたい。
●子どもを育てている世代（ＰＴＡ）の参画を検討さ
れたい。

「南信州牛」ブランド推進事業
方向性：やり方改善

●地域ブランドとして確立するためにもＦ１牛を外
し、一定の肉質、量を確保する方策について、生
産者団体等と協議を進められたい。
●事業の成果指標が事業の目的に対して適当でな
いので、改善を図られたい。

農業課合同事務所事業
方向性：廃止

●メリット・デメリットが明確でなく、年間500万円
の支出は疑問である。

●市民サービスの観点から行政の対応は同じ場所
で行われることが望ましい、など。

●リニア推進部と建設部の連携により、駅周辺整備を
はじめとする関連事業を推進している。

●駅周辺整備の基本構想検討会議を理事者のリー
ダーシップのもとに進めている。

●常に市民との共創を念頭に、リニア時代を見据え、事
務事業を整理する中で、見直しを行いながら進める。

●公契約条例の制定は、関係者との十分な意見交換
を行いながら進める。

●総合評価落札方式がくじ引きの回避になることが分
かったので、総合評価項目等の見直しを行い、改
善策の研究を進める、など。

●各中学校区の取り組みの情報交換をする中で、より
効果的な取り組みを研究し、推進していく。

●市全体の推進委員会に、ＰＴＡ連合会及び保育園保
護者会連合会の代表に参画いただいている。
　また、各中学校区に設けている推進委員会にも保
護者に参画いただいている。

●ブランド価値を高めるため、和牛に限定したブラン
ド構築について、生産量や流通等の課題も含め、
関係者や協議会で検討を進めている。

●アンケート調査による南信州牛の認知度を成果指標
に追加した。

●農家の利便性、農家支援の視点を基本にして農業
振興を進めることが必要であり、当地域の大半の農
家が組合員となっているＪＡとの合同事務所には意
味がある。

●農産物のブランド化等ＪＡと連携した事業を進めるう
えで、現状では合同事務所を継続する。

●ＪＡの事務所建替えなどが具体化したときには改め
て検討が必要。産業経済部の事務所のあり方も地
方創生の取り組みの中で検討が必要になる。

現状維持

現状維持

現状維持

現状維持

現状維持

現状維持

現状維持

現状維持

現状維持

拡 大



平成27.4.21⑤ いいだ市議会だより―――議会報告会・政務活動報告

総務委員会

産業建設委員会 ・ 遊休農地、耕作放棄地対策について
・ 市の観光施策について

・だれもが元気で長生きできるまちを目指して
・ 地域で子どもを育てるには社会文教委員会

・議会報告会の分科会のテーマ設定、運営方法
   について

取り上げた課題委員会

　26年10月に開催した議会報告会を通して、市民の皆さんから寄せられた248件の御意見、御要望等は、委員会
等に振り分けて対応を検討し、各常任委員会において、検討する課題として次の事項を取り上げました。

　総務委員会、産業建設委員会では、上記の課題を今後も検討事項としていくこととしました。
　社会文教委員会では上記の課題について検討し、議会全体の政策討論会を経て、3月20日に議会から市長及び
教育委員会に対する提言を行いました。

　平成26年９月から27年2月までの間に政務活動費を活
用して実施した各会派の調査研究の概要です。3月16日に
は、この調査活動に関する報告会を市役所委員会室で行い
ました。
■詳細は飯田市議会公式ウェブサイトを御覧ください。　 
 http//www.city.iida.lg.jp/site/assembly

■実施日　 11月５日（水）～７日（金）、２月19日（木）
■調査事項
・ 西日本のふるさと回帰志向と移住状況 （大阪市中央区）
・ 直方市公契約条例制定 （福岡県直方市）
・ 幼少時におけるテレビ・スマホ等による発達障害予防の取り組み
    （福岡県福岡市）
・ 日野市発達・教育支援センター「エール」視察 （東京都日野市）
・ 2015年地方財政セミナー （東京都江東区）

■実施日 11月10日（月）、１月21日（水）、22日（木）
   ２月12日（木）
■調査事項
・ 北陸新幹線駅周辺整備先進地視察 （富山県、新潟県）
・ 農業振興基本計画、農業バイオセンター視察 （静岡県浜松市）
・ 広域交流事業（リニアを見据えた飯田下伊那） （喬木村）

■実施日 １月21日（水）～23日（金）

■調査事項
・ 「認知症高齢者徘徊対策」の取り組み （宮崎県宮崎市）
・ 雇用創出ゾーンと医療ゾーンの取り組み （宮崎県都城市）
・ 「学びの21世紀塾」の取り組み （大分県豊後高田市）

■実施日 10月16日（木）、17日（金）　
    １月19日（月）、20日（火）、２月26日（木）
■調査事項
・ 地方議会議員セミナー「地方分権と自治体議会」「自治体議     
  会の運営と政策立案」
・ 地方議会議員セミナー「集権時代と自治体議会」「人口減少
  社会と自治体議会」
・ 地方議会議員セミナー「少子化社会と自治体議会」

■実施日 １月19日（月）～21日（水）

■調査事項
・ 三重県桑名市の地域包括ケアシステムの構築に向けた
  取り組み
・ ケアステーション陽だまり視察 （三重県桑名市）
・ 南丹市美山町における定住政策等の調査 （京都府南丹市）

■実施日　 ９月24日（水）、25日（木）
 ２月12日（木）～14日（土）
■調査事項
・ 北陸新幹線　飯山駅の取り組み （飯山市）
・ 北陸新幹線　上越妙高駅建設の取り組み （新潟県上越市）
・ 北陸新幹線開業に向けた観光施策、コンパクトなまちづくり事業と
  シティプロモーション （富山県富山市）
・ 高知県（株）四万十ドラマ視察 （高知県四万十町）
・ 街路市の取り組み、民間による柔軟な運営で地域の居場所づくり （高知県高知市）
・ 神山プロジェクト  （徳島県神山町）

議長から市長へ提言書を渡しました

3月16日の政務調査研究報告会

議会報告会を起点とした政策づくり議会報告会を起点とした政策づくり

会派のぞみ

日本共産党市民パワー

会派みらい 公　明　党

無　会　派
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市
長
は
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
考
え
を
も
っ
て
い
る
か

吉
川　

秋
利　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

Q
他
市
に
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
を
検
討

し
、
取
り
組
ん
で
い
る
例
が
あ
る
が
、
市
長

は
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考

え
を
持
っ
て
い
る
か
。

A
こ
の
地
域
に
お
け
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

は
、
何
で
も
一
箇
所
に
集
め
る
と
い
う
も
の

で
は
な
い
。
中
心
拠
点
、
地
域
拠
点
、
交
流
拠
点

及
び
広
域
交
通
拠
点
が
そ
れ
ぞ
れ
機
能
分
担
を
し

て
、
有
機
的
に
連
携
す
る
と
い
う
も
の
と
考
え
て

い
る
。

■
高
等
教
育
機
関
の
設
置
に
つ
い
て

■
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
開
通
に
向
け
て
の
飯
田
市

の
考
え
方
に
つ
い
て

次
期
総
合
計
画
に
向
け
た
市
長
の
思
い
は

竹
村　

圭
史　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

Q
第
５
次
基
本
構
想
基
本
計
画
の
評
価
及
び
第

５
次
基
本
構
想
基
本
計
画
推
進
委
員
会
か
ら

の
提
言
を
踏
ま
え
た
リ
ニ
ア
時
代
の
次
期
総
合
計

画
策
定
に
向
け
た
市
長
の
思
い
は
。

A

QAQA

国
に
お
け
る
地
方
創
生
と
い
う
考
え
は
、
飯

田
市
が
進
め
て
き
た
取
り
組
み
と
軌
を
一
に

す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
国
の
動
き
も
把
握

し
つ
つ
、
リ
ニ
ア
時
代
に
向
け
て
当
地
域
が
地
方

の
生
活
圏
、
経
済
圏
の
全
国
的
な
モ
デ
ル
と
な
る

よ
う
に
し
た
い
。
ま
た
、
国
土
形
成
計
画
に
お
け

る
当
地
域
の
役
割
が
果
た
せ
る
よ
う
な
次
期
総
合

計
画
と
し
た
い
。

■
県
立
武
道
館
構
想
に
つ
い
て

技
能
労
働
者
の
実
態
評
価
と
対
応
策
の
検
討
は

原　

和
世　
議
員
（
会
派
み
ら
い
）

こ
の
地
域
に
お
け
る
技
能
労
働
者
の
実
態
を

ど
う
把
握
し
、
評
価
し
て
い
る
か
。
関
係
事

業
者
ら
と
課
題
を
共
有
し
、
業
界
任
せ
に
せ
ず
早

期
に
対
応
策
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

若
年
労
働
者
の
減
少
及
び
就
業
者
の
高
齢
化

が
進
ん
で
お
り
、
対
応
を
考
え
な
く
て
は
い

け
な
い
。関
係
者
と
の
意
見
交
換
は
重
要
で
あ
り
、

技
能
労
働
者
の
育
成
の
た
め
、
関
係
す
る
団
体
、

事
業
者
、
学
校
関
係
者
な
ど
と
解
決
策
を
見
出
し

て
い
き
た
い
。

■
昨
年
の
一
般
質
問
に
お
け
る
提
言
及
び
指
摘
事

項
の
検
討
状
況
は

急
性
期
医
療
と
地
域
医
療
の
連
携
強
化
に
お

け
る
市
立
病
院
の
役
割
は

清
水　

可
晴　
議
員
（
市
民
パ
ワ
ー
）

市
立
病
院
は
高
度
急
性
期
医
療
の
機
能
を
特

に
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
急

性
期
医
療
と
地
域
医
療
の
連
携
強
化
に
お
い
て
市

立
病
院
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
何
か
。

市
立
病
院
に
お
い
て
は
、
よ
り
高
度
な
最
新

の
検
査
や
治
療
を
安
全
に
提
供
す
べ
き
と
考

え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
も
地
域
内
の
病
院
、
診

療
所
と
の
役
割
分
担
及
び
連
携
は
欠
か
せ
な
い
。

既
に
連
携
が
進
ん
で
い
る
部
分
は
あ
る
が
、
さ
ら

な
る
連
携
の
強
化
に
よ
り
地
域
医
療
支
援
病
院
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い

る
。

■
農
地
転
用
許
可
の
権
限
移
譲
と
農
業
・
農
村
の

活
性
化
策
に
つ
い
て

QA キ
ャ
リ
ア
教
育
を
さ
ら
に
充
実
、
発
展
さ
せ

る
た
め
の
検
証
と
今
後
の
展
開
は

山
崎　

昌
伸　
議
員
（
無
会
派
）

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
成
果
を
示
す
場
で
あ
る
、

「
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
は
、
よ
り
多
く
の

市
民
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
工
夫
が
必
要

で
あ
り
、
成
果
を
検
証
す
る
意
味
で
も
、
か
つ
て

の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
の
交
流
や
他
地
域
と
の

交
流
を
採
り
入
れ
て
は
、
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

27
年
度
の
第
10
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
を
機

に
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
、

ご
指
摘
の
事
柄
に
つ
い
て
も
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
推

進
協
議
会
に
お
い
て
議
論
の
対
象
と
し
た
い
。

QA 車
椅
子
で
生
活
さ
れ
て
い
る
方
へ
の
支
援
は

古
川　

仁　
議
員
（
日
本
共
産
党
）

飯
田
市
に
お
い
て
、
車
椅
子
で
生
活
さ
れ
て

い
る
方
に
、
そ
の
取
得
に
際
し
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
支
援
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

車
椅
子
取
得
の
支
援
は
、
自
立
支
援
給
付
の

制
度
の
中
で
補
装
具
給
付
サ
ー
ビ
ス
に
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
。
申
請
に
基
づ
い
て
購
入
費
又

は
修
理
費
を
給
付
す
る
も
の
で
、
飯
田
市
で
は
ほ

と
ん
ど
の
方
が
自
己
負
担
な
し
で
利
用
さ
れ
て
い

る
。ま
た
、利
用
者
が
身
体
や
実
生
活
の
状
況
に
応

じ
た
適
切
な
も
の
を
選
べ
る
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

■
飯
田
市
の
安
全
に
つ
い
て

QA リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
と
Ｊ
Ｒ
飯
田
線
と
の
連

携
の
取
り
組
み
は井

坪　

隆　
議
員
（
会
派
み
ら
い
）

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
と
Ｊ
Ｒ
飯
田
線
の
連
携

に
つ
い
て
、
乗
換
駅
の
設
置
に
つ
い
て
の
地

元
説
明
及
び
設
置
費
用
の
負
担
と
い
っ
た
具
体
的

な
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
。

乗
換
駅
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
意
向

に
十
分
配
慮
し
、
理
解
を
い
た
だ
く
必
要
が

あ
る
。
具
体
的
に
は
来
年
度
基
本
計
画
で
整
理
し

て
い
く
。
費
用
に
つ
い
て
は
、Ｊ
Ｒ
東
海
で
積
極

的
に
検
討
い
た
だ
き
た
い
が
、
駅
の
設
置
自
体
が

ま
だ
具
体
的
で
な
く
、
今
後
の
検
討
と
考
え
る
。

■
旧
飯
田
工
業
高
校
の
施
設
を
活
用
し
た
「
サ
イ

エ
ン
ス
パ
ー
ク
」
に
つ
い
て

Q 少
子
・
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
小
中
学
校

の
配
置
は

福
沢　

清　
議
員
（
会
派
み
ら
い
）

国
か
ら
示
さ
れ
た
小
中
学
校
の
配
置
に
つ
い

て
の
手
引
は
統
廃
合
を
進
め
る
趣
旨
と
と
ら

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
飯
田
市
に
お
い
て
は
地
域

と
学
校
の
結
び
つ
き
の
観
点
か
ら
現
状
の
配
置
が

よ
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

A
小
中
学
校
は
災
害
時
の
避
難
場
所
で
あ
っ
た

り
、
地
域
の
交
流
の
場
で
あ
っ
た
り
と
地
域

づ
く
り
と
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
手
引
は
研

究
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
が
、
現
在
の
配
置
を
大

切
に
す
べ
き
と
の
認
識
は
議
員
と
同
じ
で
あ
る
。

■
地
区
防
災
計
画
に
つ
い
て

Q 地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
拠
点
を
設
け
て
は
ど

う
か

木
下　

德
康　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て
は
、
受
入
側

及
び
隊
員
の
認
識
不
足
に
よ
り
定
着
し
な
い

例
が
あ
り
、
研
修
が
必
要
と
考
え
る
。
隊
員
を
増

員
す
る
方
向
が
示
さ
れ
て
い
る
中
、
そ
の
研
修
の

た
め
の
拠
点
施
設
を
山
、
里
、
街
が
そ
ろ
う
な
ど

適
地
と
考
え
ら
れ
る
飯
田
市
に
設
置
す
る
こ
と
に

つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

A
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
た
め
の
研
修
は
大
切

な
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
指
摘
の
と
お
り
、

飯
田
市
は
研
修
施
設
の
設
置
に
は
適
地
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

Q 飯
田
版
総
合
戦
略
に
人
口
目
標
を
定
め
る
考

え
は

森
本　

政
人　
議
員
（
市
民
パ
ワ
ー
）

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
に
よ
り
定
め

る
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
飯
田
版
総
合
戦
略
に
、

一
般
質
問
と
は
、
市
政
全
般
に
わ
た
り
市
長
を
は
じ
め
執
行
機
関
側
に
、
事
業
の
執
行
状
況
や
将

来
的
な
方
針
な
ど
を
質
し
、
説
明
を
求
め
る
も
の
で
す
。

第
１
回
定
例
会
で
の
一
般
質
問
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。（
質
問
順
）　※

■
は
、
他
の
質
問
項
目
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A 第
５
次
基
本
構
想
で
示
し
て
い
る
よ
う
な
人
口
目

標
を
定
め
る
こ
と
の
考
え
は
ど
う
か
。

地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
に
際
し
、
人
口
の

現
状
分
析
、
将
来
の
推
計
等
を
示
し
た
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
総
合
戦
略
を
定
め
る
こ
と
に
な

る
た
め
、
細
か
い
分
析
を
加
え
て
目
標
等
を
定
め

る
こ
と
に
な
る
。

■
小
規
模
小
中
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

QA 認
知
症
初
期
支
援
チ
ー
ム
の
取
り
組
み
状
況
は

村
松　

ま
り
子　
議
員
（
公
明
党
）

認
知
症
に
対
す
る
国
家
戦
略
を
受
け
て
の
飯

田
市
に
お
け
る
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
の
取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
は
、
国
か
ら
示
さ
れ

た
要
綱
に
よ
る
と
医
療
、
福
祉
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
の
専
門
職
と
認
知
症
に
関
す
る
研
修
を
受
け

た
医
師
の
確
保
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、

体
制
整
備
、
関
係
機
関
と
の
調
整
な
ど
を
行
い
、

早
期
設
置
に
向
け
て
検
討
し
た
い
。

■
国
の
補
正
予
算
と
新
年
度
予
算
を
受
け
た
市
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

防
災
事
業
に
つ
い
て
国
、
県
に
要
請
す
る
姿
勢
は

湊　
　

猛　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

上
村
、
南
信
濃
の
区
域
の
多
く
が
土
砂
災
害

防
止
法
の
警
戒
区
域
等
に
指
定
さ
れ
た
。
防

災
事
業
の
国
、
県
へ
の
要
請
を
市
は
率
先
し
て
先

頭
に
立
っ
て
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

国
、
県
に
対
し
て
は
、
今
ま
で
も
ハ
ー
ド
整

備
を
要
請
し
て
き
て
お
り
、
今
後
も
強
く
求

め
て
い
き
た
い
。
ソ
フ
ト
対
策
に
つ
い
て
も
必
要

性
を
認
識
し
て
お
り
、
住
民
に
も
理
解
を
い
た
だ

き
た
い
。

■
地
域
自
治
組
織
に
対
す
る
助
成
に
つ
い
て

QA

飯
田
市
が
構
想
す
る
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

QA

湯
澤　

啓
次　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

全
国
の
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
の
実
情
を
踏
ま

え
、
飯
田
市
が
構
想
す
る
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー

ク
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

地
域
の
価
値
観
、
触
媒
と
な
る
人
（
カ
タ
リ

ス
ト
）
及
び
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
う
プ
ロ
の
３
つ
の
要
素
が
存

在
し
、
人
と
人
を
つ
な
い
で
化
学
反
応
を
起
こ
す

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

■
旧
飯
田
工
業
高
校
の
施
設
を
「
知
と
産
業
の
集

積
拠
点
」
と
す
る
構
想
に
つ
い
て

障
が
い
福
祉
計
画
（
案
）
の
サ
ー
ビ
ス
の
数

値
目
標
は
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
い
る
か

QA

小
倉　

高
広　
議
員
（
日
本
共
産
党
）

第
４
期
障
が
い
福
祉
計
画
（
案
）
で
は
居
宅

介
護
な
ど
訪
問
を
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
数
値

目
標
が
低
い
。
利
用
が
少
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、

要
望
に
見
合
う
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
。

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
事
業
者
が
少
な

い
こ
と
か
ら
利
用
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

周
辺
地
域
の
事
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

る
方
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
全
体
と
し
て
は
要

望
が
充
足
で
き
る
と
認
識
し
て
い
る
。

■
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

■
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
つ
い
て

こ
ど
も
家
庭
応
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
教
育

分
野
と
の
連
携
は

QA

木
下　

容
子　
議
員
（
市
民
パ
ワ
ー
）

こ
ど
も
家
庭
応
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
健
福

祉
の
分
野
だ
け
で
な
く
、
教
育
分
野
と
の
連

携
が
欠
か
せ
な
い
。
他
市
で
は
緊
密
な
連
携
が
見

ら
れ
る
が
、
組
織
体
制
は
ど
う
か
。

教
育
分
野
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
教
育
委
員

会
に
配
置
し
て
い
る
教
育
相
談
機
能
の
う

ち
、
就
学
判
断
及
び
特
別
支
援
教
育
に
係
る
相
談

員
を
セ
ン
タ
ー
に
配
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
児
童
の
成
長
に
応
じ
た
切
れ
目
の

な
い
支
援
が
強
固
に
な
る
と
期
待
し
て
い
る
。

■
被
害
が
止
ま
ら
な
い
特
殊
詐
欺
へ
の
対
策
は

出
産
・
子
育
て
に
つ
い
て
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

の
メ
ー
ル
に
よ
る
情
報
提
供
は

QA

永
井　

一
英　
議
員
（
公
明
党
）

子
育
て
世
代
へ
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
、
出

産
・
子
育
て
応
援
メ
ー
ル
と
い
っ
た
子
ど
も

一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の

サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

子
育
て
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
、
保
健
師

や
児
童
委
員
に
よ
る
面
談
に
よ
る
こ
と
を
重

視
し
て
い
る
。
し
か
し
、
子
育
て
が
孤
立
し
が
ち

な
環
境
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
、

今
以
上
に
市
民
が
受
け
取
り
や
す
い
形
で
の
情
報

提
供
に
つ
い
て
研
究
す
べ
き
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

■
暮
ら
し
と
生
命
を
守
る
安
心
安
全
で
快
適
な
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て

平
成
27
年
度
予
算
は
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る

も
の
か

QA

後
藤　

荘
一　
議
員
（
日
本
共
産
党
）

平
成
27
年
度
予
算
案
は
、
地
域
の
厳
し
い
経

済
状
況
下
で
、
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
予
算

と
な
っ
て
い
る
か
。

生
活
支
援
商
品
券
及
び
子
育
て
支
援
商
品
券

の
発
行
、
こ
ど
も
家
庭
応
援
セ
ン
タ
ー
の
開

設
、
３
人
目
の
保
育
利
用
者
負
担
金
の
さ
ら
な
る

軽
減
、
介
護
予
防
事
業
の
充
実
そ
の
他
の
社
会
福

祉
関
連
予
算
の
増
額
に
努
め
た
。
ま
た
、
居
住
環

境
の
向
上
の
た
め
道
路
、
河
川
等
の
維
持
管
理
費

の
増
額
な
ど
市
民
の
暮
ら
し
と
安
全
を
守
る
た
め

の
予
算
を
確
保
し
た
。

■
地
域
経
済
活
性
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

障
が
い
者
福
祉
推
進
都
市
と
し
て
の
職
員
体

制
はQ

木
下　

克
志　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

飯
田
市
は
障
が
い
者
福
祉
推
進
都
市
の
指
定

を
受
け
て
い
る
が
、
福
祉
を
担
う
人
的
資
源

A
福
祉
を
担
う
人
的
資
源
は
、
全
体
的
に
不
足

し
て
い
る
の
が
現
状
。
社
会
福
祉
審
議
会
か

ら
も
人
材
の
確
保
、
育
成
が
大
き
な
課
題
と
提
言

を
受
け
て
い
る
。
現
在
は
、
福
祉
事
務
所
職
員
の

在
職
年
数
を
延
ば
し
つ
つ
対
応
し
て
い
る
が
、
今

後
は
専
門
職
化
も
考
慮
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

首
都
機
能
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
当
地
域
で
担

う
構
想
は
ど
う
か

QA

新
井　

信
一
郎　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
を
生
か
し
た
首
都
機
能

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
を
こ
の
地
域
で
担
う

と
い
う
構
想
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
よ
り
知
の
創
発
拠
点

を
つ
な
ぐ
ナ
レ
ッ
ジ
・
リ
ン
ク
が
形
成
さ
れ
、

人
、
モ
ノ
、
情
報
の
高
度
な
連
携
が
促
進
さ
れ
る

中
、
災
害
リ
ス
ク
の
軽
減
の
た
め
東
京
一
極
集
中

か
ら
の
脱
却
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
首
都
機
能
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
、
国
土
形
成
計
画
の
一
翼
を
担

う
中
部
圏
広
域
地
方
計
画
に
盛
り
込
ん
で
も
ら
う

べ
く
伊
那
谷
自
治
体
会
議
で
検
討
が
進
ん
で
い
る
。

■
リ
ニ
ア
新
時
代
に
お
け
る
農
業
政
策
ビ
ジ
ョ
ン

に
つ
い
て　

な
ど

QA

清
水　

勇　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

学
輪
Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ａ
が
始
ま
り
５
年
目
に
な
る

が
、
今
ま
で
の
検
証
と
今
後
の
取
り
組
み
は

ど
う
か
。
ま
た
、
学
輪
Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ａ
と
フ
ィ
ー
ル
ド

ス
タ
デ
ィ
を
通
じ
期
待
し
て
い
る
こ
と
は
何
か
。

学
輪
Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ａ
に
よ
り
大
学
研
究
者
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
、
当
市
の
施
策
推
進

の
た
め
の
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
学

輪
Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ａ
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
な
ど
大
学

連
携
の
狙
い
は
、大
学
や
研
究
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
よ
り
新
し
い
大
学
的
な
機
能
を
構
築
す
る
こ

と
で
あ
る
。
地
域
の
知
と
大
学
の
知
が
融
合
す
る

こ
と
を
通
じ
て
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

学
輪
Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ａ
の
検
証
と
今
後
へ
の
期
待
と

取
り
組
み
は

の
確
保
、
充
実
等
職
員
体
制
を
ど
う
考
え
る
か
。
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地
区
や
市
民
と
の
協
議
は

案
件
の
概
要

空
家
等
の
適
正
な
管
理
及
び
活
用
の
促
進
並
び
に

新
た
な
空
家
の
発
生
を
予
防
し
よ
う
と
す
る
も
の

QA

QA

条
例
制
定
に
当
た
っ
て
、
地
区
や
市
民
と
の

協
議
な
ど
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
き
た

か
。

市
、
市
民
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
そ
れ
ぞ
れ

の
責
務
を
条
例
に
定
め
る
た
め
、
果
た
し
て

も
ら
い
た
い
役
割
を
相
談
し
、
お
願
い
し
て
き
た
。

市
政
懇
談
会
や
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
連
絡
会
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
も
意
見
を
い
た
だ
い
て
き

た
。

地
方
創
生
に
向
け
て
先
行
的
に
実
施
す
る
事

業
に
つ
い
て
、
27
年
度
当
初
予
算
と
26
年
度

補
正
予
算
を
ど
の
よ
う
に
整
理
す
る
か
。

地
方
創
生
に
つ
い
て
、
国
か
ら
27
年
度
に
取

り
組
む
も
の
を
前
倒
し
で
手
を
挙
げ
る
よ
う

呼
び
か
け
が
あ
り
、
市
と
し
て
対
応
す
る
事
業
を

選
択
し
26
年
度
補
正
予
算
と
し
て
計
上
し
た
。

A
公
共
施
設
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
予
約
で
き

る
も
の
。
こ
れ
ま
で
の
受
付
ル
ー
ル
は
変
更

せ
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
は
通
常
の
予
約
の

お
お
む
ね
７
日
後
か
ら
で
き
る
。
地
元
優
先
に
配

慮
し
た
仕
組
み
で
あ
る
。

QA リ
ニ
ア
基
金
の
必
要
額
は

リ
ニ
ア
推
進
及
び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
反
対

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
飯
田
駅
整
備
推
進
基
金

積
立
金
は
、
27
年
度
に
１
億
円
積
み
立
て
て

13
億
円
と
な
る
が
必
要
額
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

27
年
度
に
駅
周
辺
に
関
す
る
具
体
的
な
整
備

基
本
計
画
の
策
定
を
経
て
必
要
額
を
算
定
し

た
い
。

飯
田
市
空
家
等
の
適
正
な
管
理
及
び
活
用
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
14
号

ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り
組
み
強
化
は

QA
ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
対
応
を
こ
れ
ま
で
と
ど

う
変
え
た
の
か
。

Q
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
は
、
ど
の
よ
う
な

仕
組
み
か
、
地
元
優
先
か
。

飯
田
市
の
特
産
品
な
ど
を
集
め
て
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
寄
付
者
へ
返
礼
品
と
し
て
届
け
る
。

こ
れ
に
よ
り
寄
付
の
一
部
を
地
域
に
還
元
す
る
と

と
も
に
飯
田
市
の
よ
い
と
こ
ろ
を
広
く
発
信
す
る
。

議
案
第
65
号

請
願
第
1
号

権
利
と
公
益
の
バ
ラ
ン
ス
は

QA
空
家
に
お
け
る
権
利
と
公
益
の
バ
ラ
ン
ス
を

ど
う
考
え
る
か
。

危
険
と
さ
れ
る
空
家
に
も
様
々
な
権
利
が
あ

り
、
対
応
は
一
律
で
な
い
。
ま
だ
国
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
、
そ
れ
ぞ

れ
の
レ
ベ
ル
に
合
っ
た
対
応
、
取
り
組
み
を
行
い

た
い
。

平
成
26
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
8
号
）
案

議
案
第
54
号

当
初
予
算
と
補
正
予
算
の
整
理
は

事
業
創
生
人
材
育
成
事
業
の
目
的
は

QA
事
業
創
生
人
材
育
成
事
業
の
目
的
は
、
大
学

院
大
学
を
作
る
こ
と
か
、
人
材
を
輩
出
す
る

こ
と
か
。

26
年
度
に
実
施
し
た
大
学
院
大
学
設
置
可
能

性
調
査
に
は
人
材
育
成
を
含
ん
で
い
た
。
人

材
育
成
は
引
き
続
き
行
い
、
大
学
院
大
学
設
置
に

つ
い
て
は
、
人
材
育
成
と
切
り
離
し
、
時
間
を
か

け
て
検
討
し
て
い
く
。

平
成
27
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
予
算
（
案
）

公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
と
は

■
リ
ニ
ア
推
進
事
業
及
び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導

入
に
係
る
経
費
が
予
算
案
に
含
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
反
対
の
立
場
で
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

★
反
対
討
論

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
整
備
計
画
に
お
い
て
は
、

安
全
・
安
心
の
確
保
が
何
よ
り
優
先
さ
れ
る
べ
き

だ
が
、市
民
の
不
安
が
増
大
し
て
い
る
現
状
で
は
、

認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
社
会
保
障
・

税
番
号
制
度
、い
わ
ゆ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、

情
報
の
流
失
な
ど
の
危
険
が
あ
り
、
認
め
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

■
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

請
願
・
陳
情
審
査

市
民
の
願
い
は
ど
う
な
っ
た

★
請
願
者

　

佐
藤　

功 

氏

■
慎
重
な
審
査
の
結
果

　
「
不
採
択
」
と
し
ま
し
た
。

★
請
願
の
趣
旨

　

国
に
対
し
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
閣
議

決
定
を
撤
回
し
、
閣
議
決
定
に
基
づ
く
法
整
備
を

行
わ
な
い
よ
う
求
め
る
意
見
書
を
提
出
願
い
た
い
。

★
委
員
会
で
の
主
な
意
見

○
法
制
化
は
、
国
を
越
え
て
誰
し
も
が
平
和
的
に

生
存
し
て
い
け
る
国
際
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と

の
障
害
と
な
る
。
閣
議
決
定
に
基
づ
く
法
整
備
を

行
わ
な
い
請
願
は
、
採
択
す
べ
き
。

○
東
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
は
、
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
を
も
っ
て
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態

で
あ
る
。
現
在
の
世
界
情
勢
を
判
断
し
た
上
で
、

こ
う
し
た
法
整
備
は
必
要
で
あ
り
、
不
採
択
と
す

べ
き
。

平
成
26
年
陳
情
第
9
号

■
平
成
26
年
第
4
回
定
例
会
か
ら
継
続
審
査
と

な
っ
て
い
た
陳
情
を
審
査
し
ま
し
た
。

★
陳
情
者

　

木
村　

正
哲 

氏　

ほ
か
１
人

■
慎
重
な
審
査
の
結
果

　
「
不
採
択
」
と
し
ま
し
た
。

★
陳
情
の
趣
旨

　

国
に
対
し
、
人
種
差
別
を
扇
動
す
る
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
を
禁
止
し
処
罰
す
る
法
律
の
制
定
を
求
め

る
意
見
書
を
提
出
願
い
た
い
。

★
委
員
会
で
の
主
な
意
見

○
人
間
の
尊
厳
を
侵
す
行
為
と
し
て
の
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
を
規
制
す
る
法
制
化
は
必
要
で
あ
り
、
採

択
す
べ
き
。

○
こ
の
陳
情
は
特
定
な
団
体
、
民
族
に
固
執
し
て

お
り
、
こ
の
陳
情
の
採
択
は
、
日
本
に
お
け
る
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
認
め
る
こ
と
と
な
り
、
不
採
択

と
す
べ
き
。

■「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策
に
つ
い
て
法
整
備
を

含
む
強
化
策
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て
」
の
動
議
が
委
員
か
ら
提
出
さ
れ
、
全
員
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

意
見
書
案
は
本
会
議
で
も
可
決
さ
れ
、
国
の
関

係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出

総
務
委
員
会

総
務
委
員
会

2
月
25
日
及
び
3
月
9
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
の
審
査
の

様
子
を
紹
介
し
ま
す
。
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介
護
保
険
料
の
増
は
、
施
設
整
備
に
伴
う
給

付
費
の
増
、
地
域
支
援
事
業
、
介
護
予
防
事

業
の
実
施
に
よ
る
増
だ
と
思
う
が
、そ
の
内
容
は
。

第
６
期
期
間
中
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等

の
増
床
に
よ
り
、
施
設
介
護
が
増
え
、
給
付

費
が
増
と
な
る
。
ま
た
、
制
度
改
正
に
よ
り
地
域

支
援
事
業
の
実
施
が
増
と
な
る
ほ
か
、
現
在
５
千

万
円
程
度
の
介
護
予
防
事
業
を
さ
ら
に
増
額
し
、

充
実
さ
せ
る
。

QA 介
護
保
険
料
増
の
要
因
と
な
る
事
業
等
の
内

容
は

生
活
困
窮
家
庭
の
子
ど
も
に
対
す
る
学
習
支

援
事
業
は
実
施
し
な
い
か

QA
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が
26
年
度
に
比

べ
、
増
額
と
な
っ
た
理
由
は
。
ま
た
、
今
後

も
１
億
6
千
万
円
程
度
の
繰
り
入
れ
が
必
要
か
。

26
年
度
当
初
予
算
で
は
、
介
護
報
酬
へ
の
消

費
税
増
税
分
の
上
乗
せ
を
3
パ
ー
セ
ン
ト
と

見
込
ん
だ
が
、
実
際
は
そ
う
な
ら
な
か
っ
た
。
ま

た
27
年
度
か
ら
介
護
報
酬
が
減
額
さ
れ
る
た
め
、

不
足
に
つ
い
て
繰
り
入
れ
が
増
と
な
っ
た
。
今
後

も
運
営
上
、
繰
り
入
れ
が
必
要
と
な
る
が
、
額
は

介
護
報
酬
額
等
の
動
向
に
よ
り
変
わ
っ
て
く
る
。

QA
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
規
定
の
あ
る
任

意
事
業
の
一
つ
に
生
活
困
窮
家
庭
の
子
ど
も

に
対
す
る
学
習
支
援
事
業
が
あ
る
が
、
27
年
度
は

実
施
し
な
い
か
。

学
習
状
態
の
実
態
把
握
、地
理
的
、地
形
的
な

観
点
か
ら
実
施
場
所
の
検
討
が
必
要
な
ど
、多

く
の
課
題
が
あ
る
た
め
、27
年
度
は
実
施
し
な
い
。

恒
川
遺
跡
群
保
存
活
用
事
業
に
お
け
る
保
存

活
用
計
画
の
期
間
等
は

飯
田
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
17
号

議
案
第
68
号

平
成
27
年
度
飯
田
市
介
護
保
険
特
別
会
計
予

算
（
案
）

案
件
の
概
要

第
6
期
介
護
保
険
事
業
計
画
期
間
に
お
け
る
第
１

号
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料
を
12
・
77
パ
ー
セ
ン

ト
引
き
上
げ
る
条
例
改
正
及
び
そ
れ
ら
に
基
づ
く

27
年
度
の
予
算
案

■
こ
の
2
件
は
介
護
保
険
料
の
改
正
に
関
し
関
連

が
あ
る
た
め
、
あ
わ
せ
て
審
査
し
ま
し
た
。

低
所
得
者
対
策
と
し
て
、
減
額
と
な
る
家
庭

が
あ
る
こ
と
は
大
事
だ
が
、
最
高
割
合
の
2.0

の
段
階
の
保
険
料
を
支
払
う
者
に
は
、
戸
惑
い
も

あ
る
と
思
う
。
市
の
考
え
は
。

保
険
制
度
で
あ
り
、
皆
で
支
え
あ
う
の
が
基

本
で
あ
る
が
、
最
高
割
合
を
過
度
に
設
定
す

QA 最
高
割
合
支
払
者
に
つ
い
て
の
考
え
は

る
の
も
無
理
が
あ
る
。
そ
こ
で
今
回
は
財
源
を
確

保
す
る
た
め
、
最
高
割
合
の
段
階
数
を
２
つ
増
や

し
、
現
役
世
代
が
負
担
す
る
保
険
料
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
加
味
し
、
所
得
に
応
じ
て
負
担
い
た
だ
く
こ

と
が
適
当
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

自
由
討
議
の
実
施

■
市
民
生
活
に
特
に
影
響
が
あ
る
案
件
で
あ
る
た

め
、
質
疑
の
途
中
で
議
員
間
の
自
由
討
議
を
行
い

ま
し
た
。

★
論
点

　

大
幅
な
引
き
上
げ
を
抑
え
る
に
は
27
年
度
予
算

案
の
基
礎
と
な
る
第
6
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を

修
正
し
て
給
付
費
を
抑
え
る
か
、
介
護
保
険
料
の

軽
減
を
行
わ
ず
国
の
標
準
設
定
に
変
更
し
て
上
昇

率
を
低
減
さ
せ
る
か
で
あ
る
と
の
考
え
が
示
さ

れ
、
こ
れ
を
論
点
と
し
て
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

★
自
由
討
議
で
の
主
な
発
言

○
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、人
口
減
少
を
見
据
え
、

新
た
に
作
ら
な
い
と
い
う
選
択
肢
も
あ
る
が
、
市

民
の
声
を
聞
く
限
り
飯
田
市
で
は
新
規
の
整
備
が

必
要
で
あ
る
。
給
付
費
の
増
と
な
る
予
防
事
業
に

つ
い
て
は
、
改
善
の
余
地
は
あ
る
が
、
こ
こ
に
重

点
を
置
い
て
取
り
組
む
し
か
な
い
と
考
え
る
。

○
施
設
は
不
足
し
て
い
る
と
思
う
が
、
充
足
の

ピ
ー
ク
も
来
る
の
で
、
運
用
を
工
夫
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
介
護
予
防
事
業
費
が
増
と
な
れ

ば
、
介
護
保
険
料
も
増
と
な
る
。
予
防
事
業
の
効

率
化
と
そ
の
効
果
に
つ
い
て
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

○
65
歳
以
上
の
人
数
が
増
え
る
中
で
、
負
担
で
き

る
方
に
応
分
の
負
担
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
、
一

つ
の
方
向
だ
と
考
え
る
。
12
・
77
パ
ー
セ
ン
ト
の

引
き
上
げ
は
、
何
と
か
市
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る

と
思
う
。

■
質
疑
の
後
、
賛
成
、
反
対
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

★
反
対
討
論

　

こ
れ
以
上
の
引
き
上
げ
は
負
担
の
限
界
で
あ

る
。
負
担
が
自
然
に
増
え
て
い
く
制
度
を
前
提
と

す
る
こ
と
に
も
疑
問
が
あ
る
。
一
般
会
計
か
ら
法

定
外
の
繰
り
入
れ
を
行
う
こ
と
に
よ
り
介
護
保
険

料
の
引
き
下
げ
を
す
べ
き
で
あ
り
、
反
対
。

★
賛
成
討
論

　

市
民
感
情
か
ら
み
れ
ば
重
い
決
断
と
な
る
が
、

事
業
を
行
う
た
め
に
、
財
源
を
考
え
た
場
合
、
引

き
上
げ
は
や
む
を
得
な
い
。
低
所
得
者
及
び
高
所

得
者
の
負
担
に
配
慮
が
さ
れ
て
お
り
、
賛
成
。

■
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

附
帯
決
議
を
可
決

■
議
案
第
68
号
可
決
後
に
、
介
護
予
防
事
業
な
ど

の
効
果
分
析
と
そ
れ
を
改
善
に
生
か
す
仕
組
み
づ

く
り
な
ど
を
求
め
る
内
容
の
、
こ
の
議
案
に
対
す

る
附
帯
決
議
が
委
員
か
ら
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
飯
田
市
介
護
老
人
保
健
施
設
事

業
特
別
会
計
予
算
（
案
）

議
案
第
74
号

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
増
の
理
由
は

平
成
27
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
予
算
（
案
）

議
案
第
65
号

QA
恒
川
遺
跡
群
保
存
活
用
事
業
費
に
つ
い
て
、

保
存
管
理
計
画
を
策
定
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
計
画
期
間
は
ど
の
く
ら
い
か
。
ま
た
、
計
画

策
定
に
あ
た
り
、
地
元
は
関
与
し
て
い
る
か
。

整
備
活
用
に
関
し
て
は
当
面
10
年
間
の
計
画

と
な
る
が
、
よ
り
長
期
的
な
視
点
か
ら
の
方

針
も
含
ん
だ
内
容
と
な
る
。
現
在
、
専
門
委
員
会

で
原
案
を
策
定
し
て
い
る
が
、
本
委
員
会
に
は
座

光
寺
地
域
自
治
会
か
ら
の
推
薦
で
2
人
が
参
加
し

て
い
る
。
原
案
策
定
後
は
、
地
域
自
治
会
や
地
域

協
議
会
へ
の
説
明
を
行
う
よ
う
計
画
し
て
い
る
。

体
育
施
設
の
利
用
は
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
満
た

し
て
い
る
か

QA
市
民
か
ら
体
育
施
設
利
用
に
際
し
、
な
か
な

か
会
場
が
と
れ
な
い
と
の
話
を
よ
く
聞
く
。

市
は
施
設
が
足
り
て
い
る
と
の
認
識
か
、
そ
れ
と

も
運
用
上
の
問
題
か
。使
用
の
実
態
と
考
え
方
は
。

身
近
に
使
え
る
体
育
施
設
の
数
量
的
な
充
足

度
は
高
い
と
考
え
る
。
た
だ
、
団
体
が
使
用

を
希
望
す
る
時
期
が
ど
う
し
て
も
重
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
、
団
体
間
で
調
整
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
希
望
す
る
時
に
、
希
望
す

る
施
設
を
使
用
で
き
な
い
こ
と
が
、
施
設
が
足
り

な
い
と
の
声
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

社
会
文
教
委
員
会

社
会
文
教
委
員
会

2
月
25
日
、3
月
10
日
及
び
11
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
の
審

査
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。
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公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
飯
田
市
保
健
休
養
施
設
）

平
成
26
年
度
飯
田
市
各
財
産
区
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）
案

平
成
26
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

７
号
）
案

平
成
27
年
度
飯
田
市
水
道
事
業
会
計
予
算

（
案
）

案
件
の
概
要

飯
田
市
保
健
休
養
施
設
の
指
定
管
理
者
を
平
成

27
年
度
か
ら
３
年
間
、
飯
田
観
光
協
会
と
す
る
。

指
定
管
理
の
期
間
の
設
定
の
理
由
は

水
道
事
業
の
安
定
し
た
経
営
は

９
百
万
円
を
超
え
る
予
算
減
の
原
因
は

何
か

Q
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
の
期
間
は
通
常
５

年
間
が
多
い
が
、
今
回
３
年
間
と
し
た
理
由

は
何
か
。

Q
分
収
造
林
業
務
の
減
に
よ
り
、
９
百
万
円
を

超
え
る
予
算
減
と
な
っ
た
よ
う
だ
が
、
原
因

は
何
か
。

A
こ
の
沢
城
湖
周
辺
の
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
、
関
係
者
で
議
論
を
深
め
検
討
い
た
だ

く
よ
う
、
相
手
方
も
同
意
の
上
で
、
ひ
と
つ
の
区

切
り
と
し
て
、
指
定
期
間
を
３
年
間
と
し
た
。

Q
水
道
料
金
の
収
入
減
が
見
込
ま
れ
る
中
で
、

支
出
は
増
加
し
て
い
る
が
、な
ぜ
か
。
ま
た
、

次
年
度
以
降
も
、
水
道
企
業
と
し
て
安
定
し
た
経

営
は
で
き
る
か
。

A
経
費
節
減
に
努
め
て
い
る
が
、
維
持
管
理
費

の
増
加
、
特
に
電
気
料
上
昇
に
よ
る
経
費
増

加
は
避
け
ら
れ
な
い
。
現
在
の
水
道
料
金
体
系
等

で
も
、
平
成
33
年
ま
で
は
、
応
分
の
確
保
が
で
き

る
見
込
み
で
、
し
ば
ら
く
は
、
安
定
的
な
経
営
が

で
き
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
よ
る
経
済
効
果

の
見
込
み
は
ど
の
程
度
か

天
龍
峡
温
泉
交
流
館
の
改
修
の
コ
ン
セ

プ
ト
及
び
進
め
方
は
ど
う
か
。

Q
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
よ
る
経
済
効
果
を
ど

の
程
度
と
見
込
ん
で
い
る
か
。

A
具
体
的
な
経
済
効
果
の
算
出
は
困
難
で
あ
る

が
、
消
費
予
定
額
は
３
億
１
千
万
円
余
で
あ

り
、
消
費
の
喚
起
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。
利
用
者
、
商
業
者
両
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
い
、
効
果
の
検
証
を
し
た
い
。

平
成
26
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

８
号
）
案

前
倒
し
し
た
事
業
の
28
年
度
の
実
施
は

Q
国
で
地
方
創
生
の
交
付
金
が
補
正
予
算
化
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
27
年
度
に
新
規
で
取
り

組
む
予
定
の
事
業
を
26
年
度
に
前
倒
し
て
予
算

化
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
引
き
続
き
28
年
度
以
降

も
実
施
し
て
い
く
か
。

平
成
27
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
予
算
（
案
）

A
い
ず
れ
も
27
年
度
の
当
初
予
算
と
し
て
組
立

て
を
行
っ
た
事
業
で
あ
り
、
必
要
な
事
業
に

つ
い
て
、
継
続
を
含
め
そ
の
時
期
に
判
断
を
し

た
い
。

地
域
で
働
く
人
材
の
確
保
及
び
育
成
は

有
効
な
補
助
金
の
交
付
先
の
検
証
は

新
規
就
農
者
に
対
す
る
支
援
の
内
容
は

観
光
広
報
ビ
デ
オ
の
活
用
方
法
は

Q
市
の
産
業
全
体
を
見
渡
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業

界
で
、
地
域
で
働
く
人
材
の
確
保
、
育
成
を

行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

A
地
域
経
済
活
性
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
過
程

に
お
い
て
も
、
各
業
界
か
ら
人
材
の
確
保
、

育
成
に
つ
い
て
課
題
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
課
題

と
し
て
認
識
し
、
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

Q
飯
田
の
木
で
家
を
建
て
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
は
、補
助
金
交
付
先
が
、建
築
主
、工
務
店
、

設
計
事
務
所
と
３
か
所
だ
が
、
ど
こ
に
働
き
か
け

る
の
が
有
効
か
検
証
し
た
か
。

A
26
年
度
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、

事
業
周
知
に
つ
い
て
は
工
務
店
か
ら
の
働
き

か
け
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
、
費
用

負
担
が
大
き
い
建
築
主
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
こ
と
が
、
事
業
推
進
に
つ
な
が
る
と
も
考
え

ら
れ
る
の
で
、
今
後
検
討
を
続
け
た
い
。

■
質
疑
の
後
、
議
案
第
65
号
に
対
し
て
反
対
の
立

場
か
ら
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

■
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
東
海
が
行
う
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
工
事

に
対
し
、
国
の
認
可
が
下
り
た
が
、
市
民
の
不
安

も
大
き
い
事
業
で
あ
り
、
関
連
予
算
を
計
上
す
る

当
初
予
算
案
に
つ
い
て
、
反
対
。

★
反
対
討
論

Q
天
龍
峡
温
泉
交
流
館
は
ど
の
よ
う
な
コ
ン
セ

プ
ト
を
持
っ
て
改
修
を
行
う
か
。
指
定
管
理

者
や
地
元
の
意
見
を
聞
き
、
十
分
な
検
討
を
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
予
定
か
。

A
現
時
点
で
は
、
改
修
の
内
容
が
決
ま
っ
て
い

な
い
。
ま
ず
は
、
天
龍
峡
を
訪
れ
た
観
光
客

へ
の
聞
き
取
り
調
査
結
果
も
参
考
に
、
27
年
度
の

前
半
で
、
地
元
の
意
見
を
伺
い
、
年
度
末
を
目
途

に
実
施
設
計
を
進
め
た
い
。

Q
新
規
就
農
者
に
対
し
行
う
支
援
の
具
体
的
な

内
容
は
。

A
新
規
就
農
者
に
対
し
、単
身
者
は
百
50
万
円
、

夫
婦
で
は
２
百
25
万
円
の
補
助
金
を
最
長
で

５
年
間
支
給
す
る
。

Q
観
光
広
報
用
ビ
デ
オ
を
作
成
し
、
東
京
方
面

で
Ｐ
Ｒ
を
予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

具
体
的
に
、
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
。

A
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
で
つ
な
が
る
品
川
区
を

足
掛
か
り
に
、
首
都
圏
に
向
け
て
広
め
て
い

き
た
い
。
ビ
デ
オ
は
、
品
川
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

区
民
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
の
放
送
、
観
光
協
会
の
物
産

展
、
県
の
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
の
イ
ベ
ン
ト
等
で

の
上
映
を
想
定
し
て
い
る
。

A
国
か
ら
独
立
行
政
法
人
森
林
総
合
研
究
所
へ

の
予
算
が
減
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
森
林
総
合

研
究
所
と
の
分
収
造
林
業
務
委
託
が
減
に
な
っ
た

こ
と
が
原
因
で
あ
る
。

産
業
建
設
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

2
月
25
日
、
3
月
12
日
及
び
13
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
の
審
査

の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

議
案
第
38
号

議
案
第
64
号

議
案
第
53
号

議
案
第
77
号

議
案
第
54
号

議
案
第
65
号
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政策討論会を実施しました

１月30日に開催した政策討論会

　平成27年１月30日及び２月２日に、政策討論会を行い
ました。
　社会文教委員会からの発議で、次の議題について協議
を行いました。
○１月30日　市長に対する「だれもが元気で長生きでき
るまちを目指して～一人ひとりの高齢期を見据えて
～」の政策提言の案

○２月２日　教育委員会に対する「地域で子どもを育て
るには　飯田らしい小中連携・一貫教育の推進にあた
って」の政策提言の案 

　いずれも社会文教委員会が議会報告会での市民を交え
た意見交換、視察などを経て研究を行ってきた事項に関
するもので、討論会では、提言案の細部にもわたる活発
な意見交換がなされました。
　出された意見は再度の委員会での協議を経て全員協議
会でまとめられ、３月20日の政策提言につながりました。

議員研修を行いました

講演を行う熊谷所長

　平成27年１月30日に、鼎文化センターのホールで飯伊
市町村議員研修会を開催しました。
　この研修会は、飯田市議会が下伊那郡内の町村そして
伊那市・駒ヶ根市の議会にも呼びかけて行ったもので、
約200人の参加がありました。
　内容は、信州首都圏総合活動拠点「銀座ＮＡＧＡＮＯ
～しあわせ信州シェアスペース～」所長の熊谷晃氏を講
師に迎え、「アンテナショップからブランド創造拠点へ
信州ブランド戦略と銀座ＮＡＧＡＮＯ」と題した講演を
聴くものでした。
　ブランドについての考え方、長野県の信州ブランドへ
の取り組みなどについて伺い、リニア中央新幹線開通を
見据えたブランドづくりにもヒントをいただきました。

◆
第
３
回
リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
基
本
構
想
検
討

会
議
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
内
容
に
つ
い
て

協
議
を
し
ま
し
た
。

Q
駅
周
辺
駐
車
場
の
整
備
に
関
し
、
リ
ニ
ア
開

業
後
の
予
想
乗
降
客
数
な
ど
か
ら
、
整
備
台

数
を
７
百
50
台
と
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
予
想
乗

降
客
数
が
過
大
と
な
っ
て
い
な
い
か
。

Q
駅
周
辺
整
備
の
駐
車
場
や
道
路
な
ど
の
整
備

の
手
法
と
し
て
、
様
々
な
事
業
の
導
入
を
検

討
し
て
い
く
と
の
説
明
が
あ
っ
た
が
、
区
画
整
理

事
業
も
具
体
的
に
検
討
を
し
て
い
く
か
。

Q
観
光
資
源
の
発
掘
、
強
化
に
関
し
駅
周
辺
の

基
本
構
想
を
掲
げ
る
に
当
た
っ
て
は
住
民
が
携

わ
る
と
の
点
も
盛
り
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

A
県
の
総
合
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
１
日
当
た
り

６
千
８
百
人
を
、
市
の
推
計
で
も
６
千
９
百

人
を
見
込
ん
で
い
る
。
試
算
は
県
の
推
計
を
基
に

し
て
お
り
、
専
門
的
な
委
員
も
含
め
た
検
討
の
中

で
、
一
定
の
理
解
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
乗
降
客

数
は
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
等
に
よ
り
変
化

し
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

A
現
在
は
具
体
的
な
事
業
を
決
定
す
る
段
階
で

は
な
い
が
、
地
域
の
現
状
や
時
間
的
制
約
、

ま
た
リ
ニ
ア
本
体
工
事
が
直
接
買
収
で
あ
る
な
ど

の
こ
と
な
ど
か
ら
、
区
画
整
理
事
業
の
導
入
は
難

し
い
。

A
観
光
資
源
の
発
掘
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
の

会
議
で
も
様
々
な
意
見
が
出
て
い
る
。
観
光

客
を
い
か
に
増
や
し
て
い
く
か
、
そ
の
た
め
に
何

が
必
要
か
を
し
っ
か
り
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
。

◆
第
４
回
リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
基
本
構
想
検
討

会
議
及
び
リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
基
本
構
想
（
素

案
）
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
内
容
に
つ
い
て

協
議
を
し
ま
し
た
。

Q
駅
周
辺
整
備
を
検
討
す
る
範
囲
と
し
て
、７
・

８
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
区
画
が
示
さ
れ
た
が
、
今

後
ど
の
よ
う
な
手
順
で
、
用
途
指
定
や
環
境
な
ど

に
関
し
た
整
備
を
検
討
し
て
い
く
か
。

Q
市
は
、
新
た
な
市
街
地
を
、
拡
散
的
に
形
成

し
な
い
と
の
方
針
で
あ
る
が
、
外
部
か
ら
の

開
発
行
為
に
対
し
、
緑
の
基
本
計
画
な
ど
で
、
土

地
利
用
の
抑
制
が
行
え
る
か
。

Q
駅
舎
、
駅
周
辺
、
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
、
ア
ク
セ

ス
道
路
、国
道
153
号
等
の
整
備
が
始
ま
る
が
、

地
元
に
対
し
、
整
備
の
全
体
像
を
示
し
た
う
え

で
、
協
議
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

A
機
能
の
議
論
か
ら
、
用
途
指
定
の
議
論
に
進

ん
で
い
く
。
景
観
に
つ
い
て
も
、
地
区
ご
と

に
検
討
し
、
地
域
の
協
議
を
進
め
る
中
で
、
景
観

か
ら
環
境
へ
の
議
論
を
深
め
、
全
体
の
機
能
の
議

論
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

A
現
在
は
、
条
例
に
よ
り
、
開
発
行
為
の
一
定

の
監
視
が
で
き
て
い
る
。
今
後
、
緑
の
基
本

計
画
の
地
域
別
計
画
が
必
要
だ
が
、
こ
の
計
画
で

開
発
行
為
を
抑
制
す
る
の
は
難
し
い
。
議
論
の
深

ま
り
を
見
て
、
用
途
指
定
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

A
で
き
る
限
り
早
い
時
期
に
全
体
像
を
示
し
た

い
。
ま
た
、
事
業
主
体
は
、Ｊ
Ｒ
東
海
、
県
、

市
な
ど
別
々
だ
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
市
で
で
き
る

限
り
調
整
し
て
地
元
に
示
す
努
力
を
し
た
い
。

リ
ニ
ア
推
進
特
別
委
員
会

リ
ニ
ア
推
進
特
別
委
員
会

2
月
5
日
及
び
3
月
16
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
の
質
疑
等
の
様

子
を
紹
介
し
ま
す
。
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議 員 紹 介 議員の人となりなどを議員自らが紹介します。（議席順に掲載）

市民の願い
「菱田春草生誕地公園」が完成

福沢　　清
　飯田を代表する偉人「菱田春草」生誕の
地、仲ノ町に公園が3月に完成しました。
最近まで春草の生誕地だとわかるのは立

札だけでした。小学校から高校まで毎日のようにこの場所を通
りながら「全国的に有名な春草誕生の地を整備ができないか」
と考えていました。
　平成22年から地元を中心として署名活動、募金活動、春草ゆ
かりの映画「天心」の上映活動、公園ができるまで「ひまわり」な
どを植える取り組みが行われました。この春、子供のころからの
私の想いが叶い立派な公園が完成しました。
　形を現した公園に魂を入れるよう地元に住む一人として「春
草」を語り継ぐ人、飯田の歴史に興味を持つ人が増えるよう努
めていきたいと思います。春草が日本を代表する芸術家という
ことは勿論、この公園ができるまでの物語を伝えていくことも
大切なことだと思います。またこの公園を活かしたまちづくりが
楽しみです。
　市民の皆さん、私たちの“心のふるさと”として1度この公園
を訪れてみてはいかがでしょうか。

卒業式

後藤　荘一
　この原稿を書いている頃は、卒業式（卒
業証書授与式）に呼ばれ、出席している時
期である。保育園、小・中学校それぞれ感動

的な時間を過ごさせていただいている。
　最初に旭ヶ丘中学校の卒業式があり、そこの校歌を歌うとき
彼らのハーモニーがいつもすばらしく、歌詞とも相まって毎年
感動を覚えるものである。
　次に伊賀良小学校、保護者の方の謝辞には毎年思いが込め
られていて、今年はお父さんがおこなったが、入学から今日まで
の父親が見た子どもの姿を語り、お母さん達のとはまた違った
味があり、式を引き立てた。知り合いの子が、ちょうど卒業式で、
私も出席することを伝えると、孫を見守るようにと言われ、年を
感じる瞬間になってしまった。
　保育園はいつも保育士さんから泣きだし、それがお母さん達
にうつり、ついつい私も涙腺がゆるんでしまう。なぜかいつもあ
どけない場面ばかりなのだけれど感動して、ハンカチが必要な
のが保育園の卒園式である（泣笑）。

ふく ざわ きよし ご とう そう いち

発行/長野県飯田市議会
〒395-8501飯田市大久保町2534番地　飯田市議会事務局 Tel0265-22-4523　Fax0265-53-8821
E-mail:igikai@city.iida.nagano.jp　URL http://www.city.iida.lg.jp/

市
議
会
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

平
成
27
年
第
１
回
定
例
会
を
傍
聴

さ
れ
た
方
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
で
寄
せ

ら
れ
た
御
意
見
等
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
議
場
が
新
し
く
な
り
、初
め
て
見

学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。対
面
式

の
議
席
は
以
前
と
違
い
す
ば
ら
し

い
展
開
と
思
う
。

◇
議
会
中
継
で
は
質
問
内
容
の
ほ

か
議
員
の
関
心
度
の
チ
ェ
ッ
ク
も

楽
し
み
に
し
て
い
る
。質
問
中
に

も
っ
と
ほ
か
の
議
員
の
様
子
を
映

し
て
ほ
し
い
。

◇
一
般
質
問
で
は
通
告
が
あ
る
の
で

答
弁
を
用
意
さ
れ
て
い
る
が
、下

を
向
い
て
読
み
っ
ぱ
な
し
の
方
も

み
え
る
。書
い
た
も
の
を
見
て
も

よ
い
が
頼
り
す
ぎ
は
よ
く
な
い
。

話
す
感
じ
で
、時
々
相
手
の
顔
を

見
る
よ
う
に
し
た
い
。

本
会
議
、委
員
会
と
も
個
人
、団
体
で

自
由
に
傍
聴
い
た
だ
け
ま
す
。ぜ
ひ
傍

聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。事
前
予
約
は

要
り
ま
せ
ん
が
、団
体
等
大
勢
で
の
傍

聴
の
際
は
事
前
に
議
会
事
務
局
に
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

本会議の模様は飯田ケーブルテレビデジタル714chで中継しているほか、一般質問の模様をユース
トリーム（インターネットによるオンライン動画配信サービス）で中継しています。ぜひ、ご覧ください。
http://www.city.iida.lg.jp/

議会中継を
しています

編集後記
　広報広聴委員会で、松尾小学校に「出前交流授業」に伺いました。
議会のこと、選挙の大切さ、飯田市のことなどを、６年生の皆さんに
お伝えしてきました。
　学校に伺っての「出前授業」は、初めての試みでもあり、不安を抱い
ての取り組みでした。しかし、その心配は杞憂（きゆう）に終わり、素晴
らしい出会いができました。飯田の良さを再確認し、「飯田に住みた
い」「帰って来たい」と思う子どもたちが増えることを願っています。
　任期４年のうち、今回の市議会だよりが、前期のメンバーでの締め
くくりの号となります。若い世代にも親しまれる市議会であるよう、
今後も努力を重ねて参ります。

議会の動き（予定）
■次回平成27年第２回（６月）定例会は６月２日（火）
開会です。
■次回定例会に向けた議会への請願・陳情の締め切り
は５月27日（水）午後５時です。

広報広聴委員会
委員長 木下　容子 副委員長　湊　猛
委　員 木下　德康 熊谷　泰人 古川　　仁
 新井信一郎 福沢　　清 村松まり子




